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はじめに

１ 関わりやすい生徒と関わりにくい生徒

２ キャリア教育と進路指導

３ 事例検討（進学、就職）

４ 発達障害

５ 進学を見据えた高等学校段階での指導・支援

６ 就労を見据えた高等学校段階での指導・支援

おわりに



はじめに

教員として、

生徒にどのような人生を送ってほしいですか？



ウェルビーイング
➢ 身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、短期的な幸福のみならず、生きがい

や人生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概念

➢ 多様な個人がそれぞれ幸せや生きがいを感じるともに、個人を取り巻く場や地域、社会が
幸せや豊かさを感じられる良い状態にあることも含む包括的な概念

➢ 子供たちのウェルビーイングを高めるためには教師をはじめとする学校全体のウェルビー
イングが重要

➢ また、子供たち一人一人のウェルビーイングが、家庭や地域、社会につながっていき、その
広がりが多様な個人を支え、将来にわたって世代を超えて循環していくという姿の実現が求
められます。

文部科学省（2023）



多様な生徒とは

文部科学省（2023）が説明する「多様な教育的ニーズ」
障害や不登校、日本語能力、特異な才能、複合的な困難等の多様なニーズを有する子供たち



関わりやすい生徒とは

川上康則（2023）不適切な関わりを予防する教室「安全基地」化計画.東洋館出版社

関わりやすいと思っている生徒も実は・・・



「内職」をする授業中寝ている

指示に従わない 集中が持続しない

関わりにくい生徒とは



子どもにおける３つの気質

田中康雄（2008）気になる子の保育Q&A.学研

ほか、35％は、どれにも該当しない。

気楽な子 気難しい子 気後れする子

出現率 約40％ 約10% 約15％

様子

生活リズムが規
則的、新しいこと
に前向きに対応、
変化に対応する
適応性が高い

生活リズムが不
規則、新しい刺激
に否定・拒否的、
気分の表出が拒
否的に偏りやす
い

新しい刺激に当
初は拒否的だが、
時間をかけていく
ことで徐々に適応
していく

関わる側の
心情

関わりやすい、
手がかからな
い

不安、罪悪感、焦燥感、過度な要求、

イライラ、怒りなどを伴いやすい

子どもにおける３つの気質

関わりづらい子どもがいるのは特別なことではない
（ニューヨークでチェスとトーマスが行った研究から田中康雄が加筆・修正）



特別な教育的支援を必要とする生徒

通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査
（令和４年12月13日文部科学省）

校 種 H14 H24 R４

公立小・中学校 6.3％ 6.5％ 8.8％

公立高等学校
（通信制除く）

－ － 2.2％

【参考】

・知的発達に遅れはないものの学習面や行動面で著しい困難を示すとされた
児童生徒数の割合

・前回（H24）調査と同様、「学習面で著しい困難」＞「行動面で著しい困難」
・10年間で、義務教育段階において、通級を受ける児童生徒数＝約2.5倍
・通常の学級担任を含む教員や保護者の特別支援教育に関する理解が進み、
今まで見過ごされてきた困難のある子どもたちに目を向けるようになった

※高等学校は、公立の全日制又は定時制に在籍する１～３年次のみを調査対象とした



関わりにくい生徒との信頼関係を築くまで

魚住絹代（2013）子どもの問題いかに解決するか.PHP新書.

根気が必要



保護者の気持ちの理解 子育てに悩む
保護者の気持ち



最後の教育機関

➢ 「高等学校は、進学や就職といった生徒の進路にか
かわらず、中学校卒業後のほぼ全ての者が、社会で
生きていくために必要となる力を共通して身に付ける
とともに、自立に向けた準備期間を提供することので
きる最後の教育機関となる」

（中央教育審議会,2014)



文部科学省（2011）高等学校キャリア教育の手引き.

発達障害等のある生徒の場合は・・・

キャリア教育と進路指導との関係



キャリア教育に関わる用語の定義・説明

キャリア
教育

「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必
要な基盤となる能力や態度を育てることを通
して、キャリア発達を促す教育」

（中央教育審議会,2011）

職業教育 「一定又は特定の職業に従事するために必要
な知識、技能、能力や態度を育てる教育」

（中央教育審議会,2011）

進路指導 「生徒が自らの生き方を考え、将来に対する
目的意識を持ち、自らの意志と責任で進路を
選択決定する能力・態度を身に付けることが
できるよう、指導・援助すること」

（文部科学省,2004）

キャリア教育と職業教育の違い

進路指導とキャリア教育の概念は重なり合うものであり、キャリア教育の中に進路指導が
包含されている。生徒の進路選択を支える上では、キャリア発達を支援し、社会の中で役
割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程を支えていくことが重要である。



卒業後を見据えたキャリア教育や進路指導

○発達障害がある場合、高等学校卒業後、進学先や
就労先で困難を抱えるケースも少なくない。

○卒業後を見据えたキャリア教育や進路指導の充実
が望まれる。

○指導・支援には幅広い知識が必要！

高等学校に在籍する発達障害のある生徒に
対し、卒業後の進学・就労を見据えつつ、
キャリア教育や進路指導を適切に進めるた
めに必要な基礎知識とは？



事例検討１ 大学に進学したAさん

➢大学１年生のAさんは、どの講義にも休まず出席し、板書はす
べてノートに漏れなく写すなど、まじめに取り組んできました。A
さんは「きっとテストでは良い点を取れるだろう」と自信をもって
定期考査に臨みました。

➢しかし、Aさんの自信に反して、ほとんどの問題に解答すること
ができず、いくつかの科目については、単位の修得が危うい状
況になってしまいました。

➢特に、「～について論じなさい」というような論述形式の問題に
ついては、ノートを持ち込むことが許可されていましたが、自分
のノートを見返しても何を書いていいのか思い浮かばず、ほと
んど解答することができませんでした。

➢このままだと卒業に必要な単位が取れないのではないかと焦
っていますが、一緒に講義を受けている友人は困っている様子
もなく、誰に相談したらいいのかわかりません。Aさんは次第に
大学に行くのが辛くなってきました。



事例検討１ 協議内容

Aさんの様子で、進学先と在学中に共通する点について、あなたの気付きを
あげてみてください。

進学先の様子から、高等学校在学中にAさんにどのような指導・支援があれ
ばよかったでしょうか。



事例検討１ 在学中に取り組む指導・支援の手立て

①

②

③



事例検討２ 特別養護老人ホームに就職したBさん

➢Bさんは介護福祉に興味を持ち、特別養護老人ホームに就職しまし
た。この職場の勤務形態は、早朝・昼・夜の三交代シフト制で、一つ
のシフトを３日続けて勤務したのち、休日を1日挟んで次のシフトに移
ることになっています。

➢Bさんは熱心に働いており、自分の作業を終えた後は他の職員の仕
事を積極的に手伝ったり、勤務終了時刻がきても、切りのよいところ
まで作業したりしている姿が見られています。

➢就職して３か月が経過したころから、Bさんが早朝勤務のときに遅刻
することが増えてきました。特に早朝勤務の初日に遅刻することが多
いことから、職場の先輩から「夜勤や早朝勤務の時間帯に慣れるま
では、休日はしっかり休む方が良い」と助言を受けたので、休日は外
出しないように心がけていますが、なかなか改善が見られません。

➢他の職員から「Bさんが遅刻することが多くて業務の

引き継ぎができず、残業しないといけないことが多い」と

苦情が出ています。



事例検討２ 協議内容

Bさんの様子で、就職先と在学中に共通する点について、あなたの気付きを
あげてみてください。

就職先の様子から、高校在学中にBさんにどのような指導・支援があればよ
かったでしょうか。



事例検討２ 在学中に取り組む指導・支援の手立て

①

②



発達障害と知的障害の違い

○認知発達に偏り（アンバランス）があると

できることとできないことの凸凹がとても大きくなる。

認知発達に偏りがある場合、やる気や努力だけで

苦手を克服することは非常に難しい。

※認知･･･知覚・記憶・思考などを含む学習にかかわる知的活動全般を指す。

藤田和弘（2020）「継次処理」と「同時処理」学び方の２つのタイプ.図書文化.

※できることとできないことの
凹凸が大きい



医学用語と行政用語

本田秀夫（2024）知的障害と発達障害の子どもたち.SB新書.



大人になって気付く発達障害

政府広報オンライン

●他人とのコミュニケーションが苦手、●その場の空気が読めない、●遅
刻や忘れ物が多い…。もしかしたら「発達障害」が原因かもしれません。
発達障害は、生まれつきみられる脳の働き方の違いによるものです。子ど
ものころには気づかずに過ごしていたけれど、大人になってから周囲に適
応しづらくなり気がつく場合もあります。



大人になって発達障害に気が付くのはなぜか

政府広報オンライン

○発達障害は生まれながらの脳の働き方の違い
→「大人になってから発達障害になる」というわけではない。

○本人も周囲の人も発達障害と気付かずに大人になることも
少なくない。
多くの場合、発達障害の特性は子どもの頃から現れるが、その頃は、そ
の特性を個性の一つとして捉えられたり、周囲からフォローされたりす
るため。

○しかし、進学や就職で社会に出ると、人間関係が複雑になり、様々な人と
コミュニケーションをとることになる。

○相手の表情からすべきことを察したり、周囲に合わせて行動したり、仕事を
計画的に進行するなど社会性を要求される。

○潜在的に持っていた発達障害の特性が浮かび上がり、人間関係や仕事で
つまずき、そのとき初めて発達障害に気づくケースがある。



進学を見据えた高等学校段階での指導・支援

榎本容子・井上秀和（2023）発達障害のある高校生のキャリア教育・進路指導ハンドブック.学事出版.



進学を見据えた高等学校段階での指導・支援

進学先で直面する困りごと
➢ 授業・履修
電子システムの活用の難しさ、支援や配慮を要請することの難
しさ、授業選択の幅に対応することの難しさ、計画的な授業選
択の難しさ、単位取得要件についての理解の不十分さ、多様な
授業形態への適応の難しさ、単位取得に必要なレポート作成の
難しさ

➢ 就職活動
学業と就職活動の両立の難しさ、自己理解の難しさ、障害の開
示・非開示の検討の難しさ、障害の開示・非開示の検討

榎本容子・井上秀和（2023）発達障害のある高校生のキャリア教育・進路指導ハンドブック.学事出版.



進学を見据えた高等学校段階での指導・支援

仕事理解を促す取組
➢ 進学後の就労と必要とされる適性を踏まえ進学先を
決定する

将来希望する仕事に就くためのキャリアルートを意識して進学
先を検討したり、進学後の就労を見据えつつ、自身の希望と適
性に合った進路先を選択したりする必要がある。

➢ 高等学校段階で進学後の就労を見据えた力を身に
付ける

学業と並行し、自ら卒業後を見据え必要な力を身に付けたり就
職活動を進めていったりすることが求められる。

榎本容子・井上秀和（2023）発達障害のある高校生のキャリア教育・進路指導ハンドブック.学事出版.



発達障害のある学生への修学支援の状況

➢入試の配慮

➢授業の支援
配付依頼文書の配付、出席に関する配慮、授業内容の代替・
提出期限延長等

➢授業以外の支援
専門家によるカウンセリング、自己管理指導、対人関係配慮等

入試の配慮にあたっては、障害があることの証明と、これまでの配慮・支援の
実績が必要となるため、計画的に申請準備を行うことが重要である。

（独）日本学生支援機構(2022)令和３年度（2021年度）大学、短期大学及び高等専門学校における障害のある学生の
修学支援に関する実態調査結果報告書.

発達障害のある生徒に対する配慮上位３項目



発達障害のある学生への修学支援の状況

➢ 「障害のある学生の修学支援に関する検討会報告
（第一次まとめ）」によれば、

➢ 入試や単位認定等のための試験では、評価基準の
変更や及第点を下げる等は合理的配慮ではなく、障
害のある学生の能力・適正等を適切に判定するため
に、障害のない学生と公平に試験を受けられるよう
配慮することが合理的配慮であると指摘している。

（文部科学省,2012）



関西学院大学 キャンパス自立支援室

関西学院大学Ｗｅｂページ https://www.kwansei.ac.jp/campuslife/disabilities-office

精神障がい・発達障がい
学生への支援例

修学相談・スケジュール
管理・履修相談・授業中
に生じた問題への対応・
進路相談等、障がいの状
況や困り具合に応じて個
別に対応します。



京都大学 障害学生支援部門

京都大学Ｗｅｂページ https://www.assdr.kyoto-u.ac.jp/drc/



京都大学 障害学生支援部門

みなさんには学ぶ権利があります。本来、学び方にはさまざまな方法が
ありますが、多くの人は提示された方法や環境に適応しながら学んでい
ます。

しかし、心身の機能等に何らかの制限や特性がある場合、多くの人が何
気なく適応している方法や環境ではうまく学べない状況（“障害”）が
生じることがあります。

きょうじゅ

このような”障害“、つまり普遍的に与えられた権利を享受するうえで
障壁となっている設備・前例・ルール・慣行に対しては、“合理的配
慮” （変更及び調整）を求めることができます。
このことは、障害者権利条約・障害者差別解消法・対応要領（京都大
学）でも認められている権利です。

※上記のような「障害は社会によって作られる」という捉え方を「障害
の社会モデル」と言います。

京都大学Ｗｅｂページ https://www.assdr.kyoto-u.ac.jp/drc/



就労を見据えた高等学校段階での指導・支援

就労時に直面する困りごと

➢就職活動を進める前段階で多くの問題が山積している
ことがある
・生徒理解を早めに進めること
・必要に応じて外部の相談・支援機関と連携する
・在学中から卒業後も伴走できる支援者と結びついておくこと
・相談のプロセスにおいて就職に必要な情報を整理しておくこと

➢ 職場定着
・伝達方法を具体的・明示的なものにすること
・作業環境を本人の特性に合うよう調整すること

榎本容子・井上秀和（2023）発達障害のある高校生のキャリア教育・進路指導ハンドブック.学事出版.



日常生活の困難さ

身辺自立に関する一連の行動や習慣は、幼い頃から学校教育や
家庭教育を通じて獲得され、社会人になる頃にはほとんどの人がで
きるようになってしかるべきものであるが・・・

○トイレ、食事のマナー、食事の支度、身なり、清潔、整理整頓、
病気やけがの予防と対処、洗濯掃除、余暇 等
○いざ社会人になり、家族等の支えがなくなるタイミングで、日常
生活上の困難として現れることがある。
○日常生活は、その人にとって当たり前の時
間で埋め尽くされているため、そもそも困っ
ていることに気が付かない場合がある。
○仕事がうまくいかない、トラブルが起こる背
景に、日常生活の問題も潜んでいる可能性
がある。

榎本容子・井上秀和（2023）発達障害のある高校生のキャリア教育・進路指導ハンドブック.学事出版.



進路先の意思決定に向けた支援の流れ

自分が希望する仕事の状況を理解しているかで
自分に合った仕事と言えるかどうかの判断も変
わってくる。

榎本容子・井上秀和（2023）発達障害のある高校生のキャリア教育・進路指導ハンドブック.学事出版.



就業体験を通した自己理解の重要性

発達障害のある人の場合、新卒での
就職の失敗・挫折経験が自分の特
性に合った仕事について考えるきっ
かけになることがある。

榎本容子・井上秀和（2023）発達障害のある高校生のキャリア教育・進路指導ハンドブック.学事出版.



やりたい仕事と求められる仕事についての理解

実際の仕事場面では、仕事そのものに直結するスキルや知識だけを使うのではなく、
いろいろな要素（臨機応変に対応等）が複雑に影響しあい業務として進んでいく。

榎本容子・井上秀和（2023）発達障害のある高校生のキャリア教育・進路指導ハンドブック.学事出版.



働く意欲が高い人・定着が良い人の特徴

➢ 働く意欲を高めるためには？
相談支援をうまく活用したり、自分自身について理解を深め、目的や目標を
持ったり働く意欲や動機を持ったり素直に人の話に耳を傾けたりすることができ
る。

➢ 職場適応を支えるためには？
うまく働き続けられる人では、一定の生活習慣が身に付いており、自分自身に
ついて理解を深め、自分でストレス対処や他者への相談ができたり、周囲から
支援が得られる環境があり、それを受け入れる素直さや情緒の安定があったり
する。

特徴 育成の取組

働く意欲

・相談を活用している
・自己理解ができている
・目的や目標がある
・素直な性格
・働く意欲が強い

・働く動機を持っている

・お金の使い道や使い方の支援
・働くための訓練や指導
・連携による支援
・特性の伝達
・学習、相談、実習等の支援
・自己理解の支援

・障害や仕事の情報提供

榎本容子・井上秀和（2023）発達障害のある高校生のキャリア教育・進路指導ハンドブック.学事出版.



独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（2016）大学における支援体制の構築のために 発達障害のある学生支援ガイドブック

発達障害のある児童生徒が置かれている児童生徒の困難さをBlazer（1999）を参考にしてイラストに表現したもの

岩を取り除いて平らなグランドにするには？

特性を理解して適切な対応をとることで、グランドが平らになり野球を楽しめることになる

合理的配慮の考え方



ナチュラルサポートとスペシャルサポートの
グラデーションで教えていくことが大切

助けを求めるときの段階

合理的配慮の前にナチュラルサポート

ナチュラルサポート スペシャルサポート

１段階 周囲の人に少しわかってもらって簡単なお願いをする

２段階 親子で学校の先生にお願いする

３段階 検査した上で、医師など専門家の意見書とともに配慮

してほしい内容をまとめて提出し、合理的配慮を求める

高山恵子（2020）自己理解力アップ！自分のよさを引き出す33のワーク.合同出版



２つの支援方法

個人に働きかける方法 環境に働きかける方法

ハードルを乗り越える ハードルをよける

ハードルを低くする

ハードルを横にどける

千住淳（2014）自閉症ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑとは何か.ちくま新書



援助要請スキル

阿部利彦（2025）「援助を求める力」を大切にする支援.中央法規.

自分の求めている援助を的確に他者に求めるための能力
（本田ら,2013)

➢ 援助要請スタイル（永井,2013）

①援助要請自立型：困難を抱えても自

身での問題解決を試み、どうしても

解決が困難な場合に援助要請を行う。

②援助要請過剰型：困難を抱えた際に、

十分な自助努力を行わずに安易に援

助要請を行う。

③援助要請回避型：困難な問題を抱え

ても一貫して援助要請を回避する。

➢ 援助要請自立型へのステップ

▼自分ではできないから代わりに

やってほしい。

▼自分だけではできないから一緒に

やってほしい。

▼途中まで手伝ってほしい。

▼うまくできないからアドバイスを

してほしい。

▼もっとうまくできるようにアドバ

イスしてほしい。

▼うまくできるか見届けてほしい。

■通級による指導
→援助要請スキルを育む場

■ＨＲクラス
→援助要請スキルを発揮する場



個別の教育支援計画・個別の指導計画

➢作成に取り組むことで、保護者・関係機関との具体的な連

携が進み、教職員の協力体制の構築にもつながる。

➢作成過程で、指導や支援の具体的な方向性が定まる。

プロセス
①障害のある児童生徒の実態把握
②実態に即した指導目標の設定
③具体的な教育的支援内容の明確化
④評価

大学受験で合理
的配慮を受ける
根拠資料となる。

文部科学省 （2020）通級による指導を担当する教師のためのガイド.



兵庫県特別支援教育第四次推進計画

Ⅰ 連続性のある多様な学びの場における教育の充実

～すべての学校園で取り組みつなぐ特別支援教育～（縦の連携）

Ⅱ 連携による切れ目ない一貫した相談･支援体制の充実

～早期から卒業後へ支えつながる特別支援教育～ （横の連携） 

兵庫県特別支援教育第四次推進計画（令和６年３月兵庫県教育委員会）

インクルーシブ教育シス
テムの理念の実現に向け
「縦横連携」を一層推進



チームアプローチ

学校内外において多様化、複雑化する諸課題に対し
て、教師が同僚教師あるいは関係の専門家等と協働
して解決にあたる。 安藤（2024）

校内人材の活用 校外人材の活用



特別支援学校のセンター的機能活用

近隣の特別支援学校との
連携を図り、

積極的な活用を！

○○高等学校

管理職から

コーディネーターの

派遣を依頼

○○特別支援学校

依頼できる内容
○指導支援に関する相談
○関係機関の紹介
○ケース会議への同席等

センター的機能とは
特別支援学校が、各学校
の要請に応じて、個別の
教育支援計画等の作成・
活用等への援助を含め、
その支援を行うことを指
します。（学校教育法第74条）

兵庫県教育委員会事務局特別支援教育課「支援マップ」 近隣の特別支援学校を紹介
https://www2.hyogo-c.ed.jp/hpe/uploads/sites/9/2026/03/sienmap.pdf

支援マップ



参考資料

榎本容子・井上秀和（2023）発達障害のある高校生のキャリア教育・
進路指導ハンドブック.学事出版.
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